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歴史と伝統を受け継ぐ 
校長  髙 岡  薫  

 
 「９月２０日」は、荻生小学校の 145 周年創校記念日でした。校長室には、８０周年
記念誌から１４０周年記念誌まで揃っており、本校の歴史と伝統が細かく記録されていま

す。また、荻生自治振興会からいただいた「荻生の郷」においても、「小学校の創設」「学
校教育の確立・充実」「戦後の新しい教育」の中で、本校の在りし日の様子が書き綴られ
ています。それらの資料をもとに、創校記念式において次のような話をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 本校の会議室内には、明治 22 年度着任の校長から現在に至るまで、また廊下には、大
正 13 年度から現在に至るまでの卒業生の写真が掲示してあります。学校を訪れる卒業生
の方はもちろんですが、そうでない方々も、往時を偲ぶ写真をとても懐かしくご覧になっ
ておられます。学習参観等で本校に来られた際には、どうぞ一度ご覧ください。 
 本校の歴史を振り返る中で、改めて創校の精神である「将就の精神」やこれまでの伝統

をしっかりと受け継いでいきたいと思いました。 
 さて、９月の運動会を経て、子供たちは一回り大きく成長しました。本番だけでなく、
それまでの練習に真剣に取り組むことによって、全力でやり遂げることの大切さを学んで
いました。一方、10 月に入り、「読書の秋」「スポーツの秋」等、充実の秋を迎えるとと
もに、令和元年度の折り返しとなります。学校生活においても、子供たちの日々の学習や
生活態度を見直し、今一度「やさしく かしこく たくましい荻っ子」を目指していきま
す。ご家庭におきましても、秋の夜長をお子さんと語らい、触れ合う機会としていただき
ますよう、よろしくお願いします。 
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目指す子供の姿  やさしく かしこく たくましく 

今日は、荻生小学校の 145 回目の創校記念日です。荻生小学校の最初の名前は、『第六大

学 第九中学区 第四十三番小学校』です。その後、しばらくして、『将就小学校』となり、

『黒部市立荻生小学校』という名前になったのは、今から 65 年前の昭和 29 年のことです。

また、鉄筋コンクリートの校舎になったのは、５０年ほど前になります。 

では、学校に関するクイズを出します。 

第１問 明治６年、今から 145 年前、学校ができたばかりのときは、子供たちの人数は何

人だったでしょうか。・・・・・・・（正解は、男子のみ４９人です。） 

第２問 明治６年、学校ができたばかりのときは、先生は何人だったでしょうか。・・・ 

（正解は、男の先生一人です。手紙や文字の書き方を教えていたそうです。） 

第３問 145 年の歴史の中で、荻生小学校の子供たちの人数で一番多かったのは、何人で

しょうか。・・・・・・・（正解は、410 人。昭和 31 年度です。） 

第４問 145 年の歴史の中で、校長先生は何人いるでしょうか。・・・・・・・（正解は、

47 人です。）                          

 

そのころ、校舎はなく、地域の方の家を借りて授業を始めました。 

それから４年ほど経ち、『将就小学校』という校名になりました。『将就』というのは、

中国の古い書物の中にある『日に就き、月に将む』という言葉からとられたものです。一日

一日をしっかりと生きて立派に成長してほしい、そのために、学校でしっかりと学んでほし

いと願って、『将就小学校』と名前を付けられました。皆さんも、一日一日をしっかりと生

きて、この荻生小学校の伝統と歴史を受け継いでいきましょう。 

(創校記念式の話より一部抜粋) 



 第１回保護者アンケート（１学期実施）の結果をお知らせします 
 
 

 

目指す子供の姿  やさしく かしこく たくましく 

【保護者アンケート結果と児童自己評価との比較】      第１回（１学期実施） 

アクションプラン１- ①【徳】やさしく（あいさつ） 

（児 童）明るく大きな声であいさつをした。 

（保護者）あいさつをしている。 

 児童 保護者 
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全校 低学年 中学年 高学年

児童 保護者

 

全校 92.4 81.8 

低学年 90.5 83.3 

中学年 89.3 77.6 

高学年 97.9 85.4 

 アクションプラン1を挨拶に絞ってアンケートを取り集計すると、児童と保護者の数値の開きは比較

的小さくなっています。昨年度は、児童と保護者では全校で約２０％の開きがありましたが、今年は約

1０％に縮まっています。児童は「あいさつを元気よくしている」という意識が高いのですが、学校や

家庭、その他スポーツ少年団等の様々な活動の場で、同じように挨拶ができるように意識して指導して

いく必要があると考えています。そのために、学校だけでなく、家庭や地域の方々にいろいろな場面で

協力をいただきながら、取り組んでいきたいと思います。 

 アクションプラン１- ②【徳】やさしく（言葉遣い） 

（児 童）友達にぽかぽか言葉をつかった。 

（保護者）やさしい言葉遣いをしている。 

 児童 保護者 
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全校 97.2 70.3 

低学年 976 78.8 

中学年 94.6 65.5 

高学年 100 68.8 

 

言葉遣いに絞ってアンケートを取り集計した結果、全体的に児童と保護者の数値の開きが大きくなっ

ており、その差は、約２０～30％です。児童にとっては、「友達にぽかぽか言葉を使っている」という

意識が高いことが伺えますが、保護者の側からみると、言葉遣いができていないと感じている方々が、

多いことが分かります。学校では１学期に計画委員会が中心となって、各学年でぽかぽか言葉を考える

機会を設け、各学年で考えたぽかぽか言葉が児童玄関に掲示してあります。これらのぽかぽか言葉が学

校や家庭で使われているかどうかを児童に聞いて確かめたり、各家庭で児童がぽかぽか言葉を使ってい

るのか、学級懇談会等で話題に挙げ話し合ってみたりするなど、学校と家庭が連携して指導をしていく

必要があると考えています。 

１学期に実施しました子供たちの「ふりかえってみよう週間」と保護者アンケートの結果を
お知らせします。アンケートへのご協力ありがとうございました。 



アクションプラン３では、高学年を除いて、児童と保護者が「できている」と答える割合が近い傾向にあり

ます。8割以上の保護者が「進んで体を動かして遊んだり、運動したりしている」と回答され、「わんぱくタ

イム」や「みんなでチャレンジ３０１５」が体を動かす契機となっているようです。今後、学校と家庭が連携

をして、家庭でももっと運動に取り組むことができるようにする工夫や必要があると考えています。学年末に

は、全校児童が「みんなでチャレンジ３０１５」を達成できるように、運動の機会の設定や児童への呼びかけ

を行っていきます。 

 

 

アクションプラン２【知】かしこく 

（児 童）家で（10分×学年）以上勉強した。 

（保護者）家で（10分×学年）以上勉強している。 

 児童 保護者 
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全校 97.2 79.1 

低学年 97.６ 95.2 

中学年 96.4 77.6 

高学年 97.9 66.7 

アクションプラン２の家庭学習については、児童が「よくできている」「できている」と答える割合

が高いのですが、保護者が答える割合はそれほど高くなく、高学年においては約３０％の開きがありま

す。本校では、自学ノートを使った家庭学習が定着していますが、その内容がマンネリ化したり自分に

都合のよい学習しかしなかったりするなどの問題点もあります。保護者アンケートの自由記述には、自

学ノートの活用方法や、家庭学習がんばり週間以外の期間での意欲の継続等で課題があることが分かり

ます。学校では、授業の充実や自学ノート展、自学ノート達成者の表彰等、今後も家庭学習の充実に向

けて取り組んでいきたいと思います。 

 

 

アクションプラン３【体】たくましく 

（児 童）体を動かして遊んだり、運動したりして、「みんなでチャレンジ３０１５」の〇を

２つ（高学年は４つ）以上ぬることができた。 

（保護者）進んで体を動かして遊んだり、運動したりしている 

 児童 保護者 
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全校 87.6 81.8 

低学年 97.6 95.2 

中学年 82.1 84.5 

高学年 85.1 66.7 



令和に輝く快晴の運動会（9/14） 
 

9 月 14 日、「燃えろ荻っ子！ 
みんなが主役『令和』に輝け 笑
顔と友情」をスローガンに運動会
が行われました。当日は雲一つな
い快晴で、朝から子供たちの伸び
伸びとした気持のよい演技が見
られました。練習期間には気温が
高い日もありましたが、子供たち
は集中して練習に取り組み、その
成果が当日の演技によく表れていました。朝からの準備や児童の活動場所の確保、体育館の開放等、
ＰＴＡや保護者、地域の皆様には、いろいろな面でご協力いただき、充実した運動会にすることが
できました。本当にありがとうございました。 
 
 

 

10 月３日、避難訓練と煙体験を実施しました。避難訓練は、

２階理科室から出火し、グラウンドへ避難するという想定で行いま
した。訓練時間は、午前８時３０分。登校して、まもなくという時
間設定でしたが、子供たちはハンカチを口に当て、落ち着いて行動
することができました。その間、多目的室を煙で充満させておき、
1年から順番に煙体験を行いました。実際にドアを開けて多目的室
に入ってみると、目の前が真っ白で視界が悪く、何も見えない状態
でした。すぐに、姿勢を低くすることで目の前が開け、ゆっくりと
歩き出すことができました。非常口の看板を探して、やっとたどり
着いたときには、どの子もほっとした表情でした。この煙体験を通して、自分の命を守るための行

動を、身をもって知ることができました。 
 

 

 

 

２学期の今後の主な予定 

《１０月行事予定》  

１２日（土）秋祭り・子供みこし・小天狗の舞 

１５日（火）さわやかあいさつ運動週間 

２０日（日）市民体育大会 

２１日（月）ふれあい（教育相談）週間 

２５日（金）黒部市小学校音楽会 

２６日（土）収穫祭 

２６日（土）・２７日（日）公民館祭り 

３０日（水）通常訪問研修会 

《１１月行事予定》 

 ２日（土）・３日（日）農業祭 

６日（水）県東部教育課程研究集会（児童休業日） 

 ７日（木）学習参観・ＰＴＡ教養講座 

１５日（金）秋季理科教育研究大会 

１６日（土）～１８日（月） 黒部市幼小中美術展 

２０日（水）黒部地場産学校給食の日 

２３日（土）黒部市少年少女活動実践意見発表大会  

２６日（火）黒部国際化教育研究発表会（1,2,4年） 

２７日（水）黒部国際化教育研究発表会（5,6,3年） 

２９日（金）就学時健康診断 
《１２月行事予定》  

５日（木）個別懇談会（１日目）  

６日（金）個別懇談会（２日目）  

２３日（月）給食最終日  

２４日（火）第２学期終業式 

 

命を守る体験を通して－避難訓練－（10/３） 

国際化教育事業英会話科授業公開日程 

26日（火）2限１年、3限 2年、5限 4年 

27日（水）1限 5年、2限 6年、3限 3年 


